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   『ひきぎわ』                  院長メモ 

 

私が以前勤務していた病院で、同じ病棟で働いておられた

副院長の K 先生が定年退職の年を迎えられた。大学から

県立病院に勤務されて以来、長年に渡って呼吸器外科医

として岩手の肺癌医療の中枢を支えてこられてきた。 

送別会の幹事を仰せつかった私は、市内のホテルで病院全体規模で送別会をやること

とし、日程を決めるべく先生の御予定を伺った。 

「いや、私は院内異動の看護師さん達と一緒でいいよ。あんまり大げさにはしないでくれ

よ。」とニコニコ笑いながらおっしゃった。 

前の年の放射線科技師長の送別会が、技師長の強い希望により市内のホテルで大々

的に行われたことを知っていたので、先生に「やっぱり、そういう訳には・・・」と私が言うと

やっぱり笑いながら固辞された。そんな訳で K 先生の送別会は、例年通り病院近くの居

酒屋で病棟主催のささやかな会で済ますこととなってしまった。 

 先生が退職された年の５月の連休明けのある週末、私はいつものように院内の食堂で

昼食を取っていたが、隣のテーブルに座っていた研修医達の会話が耳に入った。 

「そういえば、しばらく K 先生見ないな。」 

「ひょっとしたら定年じゃね？」 

「あーそうか、気が付かないうちに居なくなったね・・・」 

何気ない会話ではあったが、誰にも気が付かれずにその場から身を引かれた清々しさ

が胸に響いた。 

早速私は K 先生の真似をして、自分の退職時は病棟の奥にある看護師の控室で食事

会をして送別してもらったが、とくに清々しいという声はなかったようである。 
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○=休診日 ★=診療時間変更 

 

ゴールデンウィーク休診のお知らせ  
  
  休診とさせていただきます  
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検 索 ゆとりが丘クリニック 
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深部静脈血栓症に注意  
                          〜よく脚を動かしましょう！〜  

 

     指導：浜松医療センター 院長 小林 隆夫 
      （日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.４８０」より抜粋） 


